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論 文 内 容 の 要 旨
歯髄幹細胞は，高い増殖能，多分化能および象牙質／歯髄様複合体形成能を有することから，再生医療への応用が期
待されている。歯髄幹細胞が有するイムノグロブリンスーパーファミリーのCD１４６と，象牙質／歯髄様複合体形成と
の関連性は明らかにされていない。本研究は，磁気細胞分離法を用いてCD１４６陽性（CD１４６＋）細胞群とCD１４６陰性（CD
１４６－）細胞群を分取し，CD１４６＋細胞群と CD１４６－細胞群の混合（CD１４６＋／－）細胞群および非分離（non-separated）細
胞群について細胞特性を分析し，以下の結果を得た。
１）CD１４６＋細胞群は，CD１４６－細胞群と non-separated 細胞群に比べて細胞倍加時間の延長傾向を示し，細胞周期解
析ではG０／G１期に分布する細胞の割合が減少した。
２）石灰化能の解析では，CD１４６＋細胞群においてアリザリンレッド陽性像が早期に観察され，CD１４６ mRNA，ア
ルカリホスファターゼmRNA，オステオカルシンmRNAの高発現が認められた。
３）脂肪分化能の解析では，CD１４６＋細胞群においてOil red O 陽性の脂肪滴が多く観察された。
４）免疫不全マウスへの皮下移植では，CD１４６＋細胞群で象牙質／歯髄様複合体が観察され，新生硬組織の面積は他
群に比べて高い割合を示した。
５）免疫染色では，緑色蛍光タンパク質（GFP）を遺伝子導入したCD１４６＋細胞群で CD１４６，GFP，ヒトミトコンド
リア，象牙質マトリックスタンパク質１，象牙質シアロホスホタンパク質の陽性像が観察された。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，CD１４６陽性細胞群の細胞増殖能，石灰化能，脂肪分化能および象牙質／歯髄様複合体形成能の解析を行っ
た。その結果，CD１４６陽性細胞群は，高い石灰化能および脂肪分化能を有し，象牙質／歯髄様複合体形成の促進が示さ
れた。
以上の結果は，再生医療におけるCD１４６陽性ヒト歯髄幹細胞が細胞ソースとして有用であることを示唆し，歯学の
発展に寄与するものであり，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
氏 名（生年月日）
まつ い み き こ
松 井 美紀子 （昭和６２年３月２３日）
本 籍 東 京 都
学 位 の 種 類 博 士（歯 学）
学 位 記 番 号 甲 第１１７３号
学位授与の日付 平成３０年２月２３日
学位授与の要件
学 位 論 文 題 目 CD１４６陽性ヒト歯髄幹細胞は石灰化形成および象牙質／歯髄様複合体
形成を促進する
論 文 審 査 委 員 主 査 中 原 貴
副 査 今 井 敏 夫
五十嵐 勝
